
10月26日（土）10:00〜10:45

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）①

一般講演
〈ホットイシュー〉
モビリティのサービス
化

一般講演
産官学連携・地域①

一般講演
〈ホットイシュー〉
エマージング・テクノロ
ジーの社会実装に向
けた政策戦略と対話
①

一般講演
〈ホットイシュー〉
新たな科学技術領域
と研究開発戦略①

一般講演
イノベーション・起業①

一般講演
〈ホットイシュー〉
研究基盤改革の最先
端①

一般講演
人材①

座長　尾 崎 弘 之 座長　吉岡（小林）徹 座長　中 澤 慶 久 座長　角 田 英 之 座長　藤 田 正 典 座長　新 村 和 久 座長　江 端 新 吾 座長　吉 祥 瑞 枝

10:00 1A01
発表中止

1B01
スマート製造を担う
デジタル技術活用人
材育成のためのネッ
トワーク活動
○中村　修（産総
研）

1C01
第6期科学技術基本
計画に向けた地域科
学技術イノベーショ
ン政策の課題と展望
○岡本信司（文科
省）

1D01
協創型イノベーショ
ンの必要性と実践的
考察
○仲上祐斗，米倉秀
徳（NEDO），吉田朋
央（京大），吉田准
一，一色俊之
（NEDO）

1E01
AI倫理分野における
人文・社会科学の
「輸入学問」から
「発信学問」への転
換／JST・RISTEX
「人と情報のエコシ
ステム」領域の取り
組み
○茅　明子（JST）

1F01
イノベーションを基
軸とした関西の起業
環境
○山﨑宏之（LLC山
﨑宏之事務所）

1G01
宮崎大学における全
学的な設備共同利用
体制の構築─学内既
存システムとリンク
した設備共通管理シ
ステムの開発─
○水光正仁，境健太
郎，今井正人，出水
信雄，神力はるな，
國武久登，三澤尚明
（宮崎大）

1H01
SDGs	 を推進する人
材育成の提案
○若月温美（東葉高
校）

10:00

10:15 1A02
「技術起点型から社
会文化起点型へ─
サーキュラーエコノ
ミーによるイノベー
ション起点の重点移
行─」
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1B02
イノベーション創出
モデルからみたMaaS
の展開
○奥和田久美（北陸
先端大）

1C02
地域の社会イノベー
ションにおける自治
体の役割
○西尾好司（文教
大）

1D02
エマージング・テク
ノロジーの社会実装
に向けた政策戦略と
しての「お手本標
準」
○今井寿子（立命館
大）

1E02
材料科学リサーチフ
ロントの体系化と著
者所属国割合の比較
○田中　珠，藤沢仁
子，迎　佑介，吉田
秀紀（JST）

1F02
シニアアントレプレ
ナーの成功要件を探
る
○内海　潤（がん研
究会／ティア・リ
サーチ・コンサル
ティング）

1G02
全学技術センターに
求められる名古屋大
学の教育・研究支援
○古賀和司，梅原徳
次（名古屋大）

1H02
教育連携と人材育成
取り組みにおける考
察４
○若月　聡（東京理
科大／東邦大／日大
／日工大／日本保健
医療大），若月温美
（東葉高校）

10:15

10:30 1A03
“新品生産販売主
義”から“既存品継
続使用主義”へ─
サーキュラーエコノ
ミーに対応する“３
Ｒの脱構築”に関す
る一考察─
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1B03
MaaS振興と産業政策
○中村吉明（専修
大）

1C03
自治体で実施される
科学技術政策の現状
─「第１期、第２期
地域科学技術イノ
ベーション政策基本
調査」から分かるこ
と─
○栗山康孝，永田晃
也，諸賀加奈（九
大）

1D03
デジタル・トランス
フォーメーション推
進のための企業マイ
ンドセットに関する
探索的研究：顧客，
競合，情報，革新，
価値の領域を中心と
して
○辻　真典（立教
大）

1E03
計量書誌学分析によ
るホットトピック抽
出の試み─ポストグ
ラフェン研究を事例
として─
○山下泰弘，吉田秀
紀（JST）

1F03
スタートアップ企業
のパフォーマンスと
起業家属性
○阿知和勇人（一橋
大）

1G03
東京工業大学におけ
る全学研究支援組織
の１５年の歩みと将
来像
○中村吉男，小酒英
範，高橋久徳，松谷
晃宏，堀　克明，清
悦久，江端新吾（東
工大）

1H03
大学研究者のパ
フォーマンスに関す
るデータ分析
○藤原綾乃
（NISTEP）

10:30

10:45 10:45



10月26日（土）10:45〜11:30

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

10:45 JWSE企画セッション
通年採用時代の女性
エンジニア

10:45

司会　鳥 井 弘 之

11:00 1A05
文理連携を維持させ
るプロジェクトマネ
ジメント─コミュニ
ケーションに着目し
て─
○天野麻穂，片岡良
美，川本思心（北
大）

1B05
経営資源劣位の戦
略：マツダにみる開
発戦略についての一
考察
○竹田太樹（一橋
大）

1C05
センター・オブ・イ
ノベーションプログ
ラムにおけるイノ
ベーション・プラッ
トフォームの構築に
向けた取組
○松尾敬子（JST）

1D05
DXプロジェクトを推
進する営業活動に関
する調査研究
○笠原英一（立教
大），中島成晃（ア
ジア太平洋マーケ
ティング研）

1E05
国際共通課題への連
携対応と、成果評価
の国際調和策─日瑞
高齢社会共同研究の
ステージゲート評価
の事例から─
○後藤芳一（日本福
祉大），川嶋悠太，
佐藤正樹（JST）

1F05
日本企業における
NTBF向けCVC投資に
関する考察
○村上隆介（一橋
大）

1G05
研究力を向上させる
研究開発環境イノ
ベーションの課題と
大学における研究基
盤戦略のあり方─設
備サポートセンター
整備事業および先端
研究基盤共用促進事
業から見えた「現
場」におけるイノ
ベーション人材の重
要性─
○江端新吾（東工
大）

11:00

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）②

一般講演
産官学連携・地域②

一般講演
〈ホットイシュー〉
エマージング・テクノロ
ジーの社会実装に向
けた政策戦略と対話
②

一般講演
〈ホットイシュー〉
新たな科学技術領域
と研究開発戦略②

一般講演
イノベーション・起業②

一般講演
〈ホットイシュー〉
研究基盤改革の最先
端②

座長　妹尾 堅一郎 座長　西 尾 好 司 座長　今 井 寿 子 座長　山 下 泰 弘 座長　藤 　祐司 座長　江 端 新 吾

11:15 1B06
自動運転技術におけ
る冗長システムとし
てのヒューマンファ
クター利用
○鈴木羽留香（東工
大）

1C06
大阪大学Industry
on	 Campusによる産
学共創（Ⅰ）─工学
研究科における最近
の展開─
○田中敏嗣，荒平智
子，田中敏宏（阪
大）

1D06
新技術とそれを取り
巻く国民意識の関係
について
○細坪護挙，角田英
之，岡本拓也
（NISTEP）

1F06
災害からのオープン
イノベーション
○品田誠司（仙台市
役所）

1G06
大型放射光施設
SPring-8における実
験・研究成果に与え
る要因分析
○佐々木達郎（政研
大）

11:15

11:30 11:30

挨拶
杉田　清（JWSE顧
問）

JWSE表彰式
JWSE女性エンジニア
奨励賞
○武田幸子（日立）

基調講演
座長
小林信一（JWSE幹
事）
○塚本　恵（キャタ
ピラー執行役員）
○石田あずさ（キャ
タピラー）

パネルディスカッ
ション
テーマ：
通年採用　リケジョ
の反応
司会
藤原綾乃（NISTEP）
パネラー
○谷川理佐子（早
大）
○高橋冴実（東大）
○野々山智美（農工
大）
○森上ゆりあ（東工
大）

1D04
イノベーション大転
換期の戦略
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）

1E04
科学技術イノベー
ション政策立案のた
めのデータプラット
フォーム─知識伝搬
可視化の試み─
○原田裕朗
（JST），佐々木達
郎（政研大），池内
健太（経産研），小
柴　等（NISTEP），
黒田昌裕（政研大）

1F04
トラベルテックス
タートアップエコシ
ステムに関わる事例
研究
○岩本　隆（慶
大），髙橋美寿
（ヴィアウィルトゥ
ス），池田浩之（ビ
スアール）

1G04
鳥取大学における設
備サポート体制の構
築：設備共用と技術
支援
○森本　稔，丹松美
由紀，難波栄二（鳥
取大）

1E06
高被引用文献を持つ
研究者への科研費の
有効性についての事
例分析
○藤田正典（政研
大），奥戸嵩登（総
研大），隅藏康一
（政研大），長根
裕美（千葉大）

1A04
“制度”や“社会文
化”を梃子にした普
及構造の進化と多様
化─ビジネスモデル
の観点から見たイノ
ベーション普及に関
する一考察─
○宮本聡治，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

1B04
EVディスラプション
の脅威：生き残りを
かけた攻防
○三藤利雄（立命館
大）

1C04
オープンイノベー
ションプラット
フォームの利用効果
の検討
○矢口雅江（一橋大
／NISTEP）

1A06
オープンイノベー
ションにおける「ハ
ブ」機能の重要性：
富士フイルム“Open
Innovation	 Hub”の
ケース分析
○尾崎弘之（神戸
大），小島健嗣（富
士フイルム）



10月26日（土）11:30〜12:30

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

11:30 1A07
オンライン・プラッ
トフォーマーの価値
創造メカニズムに関
する研究
○岡山純子（JST）

1B07
スマート化社会で求
められるIAインター
フェイス力─群知能
化する次世代モビリ
ティーサービスを事
例に─
○鈴木羽留香（東工
大）

1C07
大阪大学Industry
on	 Campusによる産
学共創（Ⅱ）─工学
研究科における人材
育成の取り組み─
○荒平智子，田中敏
嗣，田中敏宏（阪
大）

1D07
革新的技術・イノ
ベーションの社会受
容性に関する意識調
査について
○角田英之，細坪護
挙，岡本拓也
（NISTEP）

1E07
共同研究関係に基づ
く科研費の研究種目
についての分析
○藤田正典（政研
大），奥戸嵩登（総
研大），隅藏康一
（政研大），長根
裕美（千葉大）

1F07
生活イノベーション
と女性起業家─伝統
工芸に活かす新感覚
─
○渡部順一（宮城学
院女子大）

1G07
研究機器共用が研究
者および組織に与え
る影響分析の試行
○佐々木達郎（政研
大），池内健太（経
産研），江端新吾
（東工大）

企画セッション続き 11:30

11:45 1A08
「ものづくり」と
「コンテンツ」の価
値共創─「おもちゃ
の海外展開」事例研
究─
○福井啓介，木村め
ぐみ（一橋大）

1B08
討論

1C08
大阪大学Industry
on	 Campusによる産
学共創（Ⅲ）─Hitz
協働研究所設置10年
の事例評価─
○中澤慶久，田中敏
嗣（阪大），後藤芳
一（阪大/機械振興
協会技術研究所）

1D08
AI関連技術を活用し
たクローズアップ科
学技術領域の抽出
○蒲生秀典，小柴
等，重茂浩美
（NISTEP）

1E08
共同研究関係に基づ
く科研費の学際領域
の推移についての分
析
○藤田正典（政研
大），奥戸嵩登（総
研大）

1F08
中小企業におけるイ
ノベーション創出の
ためのenablerに関
する予備分析
○鈴木勝博（桜美林
大）

1G08
先端的研究設備の導
入・更新における研
究力分析の活用
○礒部靖博（広島
大），江端新吾（東
工大）

11:45

12:00 1A09
企業パフォーマンス
へのデザイン活動の
影響分析
○勝本雅和（京都工
芸繊維大）

1C09
利益相反委員会の審
査を通じた利益相反
の視点による医学系
産学連携の特徴と課
題整理
○明谷早映子，岡
明（東大），伊藤
伸（東京農工大）

1D09
量子科学技術の将来
展望─第11回科学技
術予測調査から─
○蒲生秀典
（NISTEP）

1E09
学術論文のIPC分類
軸・JST分類軸・時
間軸の3次元分析
○開本　亮（京都高
度技術研），難波英
嗣（中央大）

1F09
新次元未来産業のブ
レイクスルーの条件
と展開
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）

1G09
東京工業大学におけ
るクリーンルーム統
合共用化による組織
的研究支援の推進
○松谷晃宏，佐藤美
那，遠西美重，藤本
美穂，平野明子，西
沢　望，進士忠彦，
初澤　毅	 （東工
大）

12:00

12:15 1A10
組織におけるデザイ
ナーの役割拡大と製
品成功の関係
○高山千尋（早大）

1C10
医学部キャンパス内
で産学連携を行う効
果に関する研究
○仁賀建夫，田村
学，桂井直子（経産
省）

1D10
研究開発から社会実
装戦略を包含する
ファンディングプロ
グラムの新しい試み
─食肉培養技術を例
として
◯濱田志穂，林　太
一，柳　星口，酒井
尚子，三井広大，古
屋美和，日下　葵
（JST）

1E10
学術論文の3次元分
析の適用による新規
論文の発表時間と内
容の予測
○開本　亮（京都高
度技術研），難波英
嗣（中央大）

1F10
発表中止

1G10
国立大学法人の財務
から見た施設・設備
の現状と課題
○植草茂樹（植草茂
樹公認会計士事務
所），江端新吾（東
工大），佐柳　融
（東農大）

12:15

12:30 12:30



10月26日（土）12:30〜13:00

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

12:30 1C11
抗体医薬品創薬にお
ける研究開発型製薬
企業のオープンイノ
ベーション
○仙石慎太郎（東工
大），川田弥生

1D11
討論

1E11
討論

1F11
粒子線がん治療技術
の普及戦略─陽子線
治療技術と重粒子線
治療技術の異なる正
当化戦略─
○田代昌彦（首都大
学東京）

1G11
新しい試み─学部生
を対象とした機器分
析に対する専門性を
高めるマイスター育
成プログラム─
○林　史夫，若松
馨（群馬大）

12:30

12:45 1G12
討論

12:45

13:00 13:00

10月26日（土）13:30〜13:50　（1階  想海樓ホール）

総会

10月26日（土）13:50〜14:15　（1階  想海樓ホール）

会長講演

桑	 原	 輝	 隆　（本学会会長）

10月26日（土）14:15〜14:50　（1階  想海樓ホール）

学会賞・論文賞　表彰式，表彰者講演

10月26日（土）15:00〜17:30　（1階  想海樓ホール）

シンポジウム 「第６期科学技術基本計画策定に向けた論点：政策エコシステムの創出」（仮題）

10月26日（土）18:00〜20:00　（1階  食堂）

懇親会



10月27日（日）10:00〜10:45

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

一般講演
研究・イノベーション政
策）①

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント③

一般講演
人材②

一般講演
〈ホットイシュー〉
スタートアップと大学・
企業①

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント⑤

一般講演
〈ホットイシュー〉
わが国の研究開発人
材の現状の把握およ
び未来に向けた戦略
①

一般講演
分析と評価①

座長　細 野 光 章 座長　加 藤　浩 座長　松本 久仁子 座長　島岡 未来子 座長　篠 崎 香 織 座長　伊 藤 正 実 座長　岡 村 麻 子

10:00 2A01
米国トランプ政権下
の科学技術政策─前
政権期との比較を通
して
○遠藤　悟（日本学
術振興会）

2B01
特許の早期権利化と
被引用特許及び企業
業績との関係につい
て
○正井純子（中国塗
料）

2C01
ドイツの高等教育機
関における教員：日
本はドイツに学べる
か
○神田由美子，伊神
正貫（NISTEP）

2D01
産学連携から考える
大学経営
○桑島修一郎（京
大）

2E01
技術ニーズ開示によ
るオープンイノベー
ションの有効性とそ
の要因─「MoTTo
OSAKAオープンイノ
ベーションフォーラ
ム」参加企業へのイ
ンタビュー調査から
─
○名取　隆（立命館
大）

2F01
研究者の海外経験形
態別での研究活動・
成果に関する分析─
国立の研究大学所属
研究者へのアンケー
ト調査の結果から─
○新見有紀子（東北
大），福井文威（鎌
倉女子大），林　隆
之（政研大）

2G01
国際会議における共
同研究ネットワーク
の形成に関する一考
察
○山本貴大（阪大）

10:00

10:15 2A02
EUにおける科学技術
イノベーション
（STI)領域における
パートナーシップに
関する取組の一考察
○野呂高樹（未来工
研）

2B02
バングラデッシュの
知的財産政策とイン
プリメンテーション
○三森八重子（阪
大）

2C02
大学教員の研究費と
研究時間に関する個
人レベルのデータの
分析
○富澤宏之
（NISTEP）

2D02
研究開発型大学等発
ベンチャーと大学と
の関連性分析
○新村和久
（NISTEP）

2E02
進化する大阪ガスの
オープンイノベー
ション活動
○樋口裕思（大阪ガ
ス）

2F02
大学における研究
リーダーの育成と支
援に関する考察
○丸山浩平（早大）

2G02
コンソーシアム型研
究開発プロジェクト
における実施者間連
携に関する研究
○功刀　基，一色俊
之，上坂　真
（NEDO）

10:15

10:30 2A03
科学技術評価のため
の包括的分析基盤の
構築：国際戦略編
○岩見紫乃，清水俊
彦，Melvin	 John	 F.
Empizo，Jacque
Lynn	 F.	 Gabayno，
猿倉信彦，藤井翔
太，住村欣範（阪
大）

2B03
｢タイ+1」立地先へ
のタイからの日本的
ものづくり技術の移
転
○近藤正幸（事業創
造大学院大）

2C03
加齢は創造性を低下
させるか：先行研究
レビューと実証分析
○金間大介（金沢
大）

2D03
研究開発型大学等発
ベンチャーデータを
用いた国内における
潜在的医療シーズの
可視化
○新村和久
（NISTEP），正城敏
博（阪大），山田仁
一郎（大阪市立
大），犬塚隆志（日
本薬理評価機構），
黒木　淳（横浜市立
大）

2E03
ナショナルプロジェ
クトにおける最適な
実施体制の在り方に
関する一考察
○上坂　真，功刀
基，須永吉彦，松井
萌，梅田　到
（NEDO）

2F03
日本型プログラム・
マネージャー（PM）
人材の育成の取り組
み（事業の設計と実
践、評価）
○高橋真木子（金沢
工大／JST）

2G03
国際連合による地理
区分でみる地域ごと
の研究活動の特徴
○村上昭義，伊神正
貫（NISTEP）

10:30

10:45 10:45



10月27日（日）10:45〜11:30

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

10:45 2A04
日本の公的助成機関
が支援する助成論文
におけるオープンア
クセス率の分析と
Plan	 Sの影響の予察
○野村紀匡（クラリ
ベイト・アナリティ
クス），林　和弘
（NISTEP）

2B04
ブラジル金型集積の
形成・発展における
移民ネットワークの
貢献：イタリア系移
民都市カシアス・
ド・スルのケースス
タディより
○馬場敏幸（法政
大）

2C04
日本とある他国の博
士研究員の論文創出
の比較
○大畠昭子，萩原賢
一（宇宙科学研）

2D04
大学発プラット
フォーム型バイオベ
ンチャー企業のマネ
ジメントに関する研
究
○新渡俊一，加納信
吾（東大）

2E04
産学連携が企業パ
フォーマンスに与え
る影響の定量分析
○枝村一磨（神奈川
大）

2F04
大学リサーチ・アド
ミニストレーター配
置のインパクトに関
する実証分析
○吉岡（小林）徹
（一橋大），枝村一
磨（神奈川大），古
澤陽子（東大），高
橋真木子（金沢工
大），隅蔵康一（政
研大）

2G04
ライセンスイン／ア
ウトの件数から見た
オープンイノベー
ションの特徴
○氏田壮一郎，富澤
宏之（NISTEP）

10:45

11:00 プロデュース研究分
科会企画セッション

11:00

一般講演
研究・イノベーション政
策）②

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント④

一般講演
〈ホットイシュー〉
研究基盤改革の最先
端③

一般講演
〈ホットイシュー〉
スタートアップと大学・
企業②

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント⑥

一般講演
〈ホットイシュー〉
わが国の研究開発人
材の現状の把握およ
び未来に向けた戦略
②

一般講演
分析と評価②

座長　田原 敬一郎 座長　伊 澤 久 美 座長　富 澤 宏 之 座長　桑島 修一郎 座長　枝 村 一 磨 座長　丸 山 浩 平 座長　村 上 昭 義

11:15 2A06
科学技術関係予算と
関連データとの事業
レベルでの接続と試
行的分析
○岸本晃彦，富澤宏
之（NISTEP）

2B06
迂回的イノベーショ
ンプロセスモデルの
提案─フラッシュメ
モリと液晶のケース
○若林秀樹（東京理
科大）

2C06
日本の論文の国際引
用に関する地理的分
析
○松本久仁子，小野
寺夏生, 伊神正貫
（NISTEP）

2D06
発表中止

2E06
M&Aによる企業成長
に関する研究
○篠﨑香織（実践女
子大），永田晃也
（九大）

2F06
我が国における女性
研究者支援の在り方
について
○犬塚隆志，岡本摩
耶（日本薬理評価機
構）

2G06
イノベーションの創
出に関する一考察─
特許の引用関係に着
目して─
○竹邑　涼，原田拓
弥，大内紀知（青学
大）

11:15

11:30 11:30

2G05
イノベーションをタ
イトルに含む研究論
文の国内外の動向の
分析
○山口佳和（千葉工
大）

2F05
リサーチ・アドミニ
ストレーターの仕事
とキャリア：国立大
学等における質問票
調査にもとづく職務
と課題の分析
○齋藤芳子，丸山和
昭，夏目達也（名古
屋大）

2C05
高等教育における理
系学生の研究生産性
に関する実証研究：
指導教員のインブ
リーディングの影響
○山田　愛（東大）

2D05
地域イノベーション
と大学発ベンチャー
に関するアンケート
結果
○小沼良直（未来工
研）

2E05
官民ファンドはイノ
ベーションを促進で
きるか？：産業革新
機構，シャープ，
JDIの事例分析
○中田行彦（立命館
アジア太平洋大）

2A05
我が国のイノベー
ション・システムの
現状：全国イノベー
ション調査2018年調
査からの所見と政策
への示唆
○伊地知寛博（成城
大／NISTEP），池田
雄哉（NISTEP）

2B05
オランダ農産業界に
おけるサーキュラー
エコノミーの進展─
2019年度視察に基づ
く事例考察─
○伊澤久美，妹尾堅
一郎，宮本聡治（産
学連携推進機構）



10月27日（日）11:30〜12:15

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

11:30 2A07
学際指標を用いた分
野ごとのスター・サ
イエンティストの特
徴の分析
○藤田正典（政研
大），菅井内音（東
工大），隅藏康一
（政研大），牧　兼
充（早大）

2B07
産学連携における先
端知識と市場ニーズ
を結ぶ企業の役割考
察	 ImPACTにおける
ブリヂストンの研究
マネジメント
○氏田壮一郎
（NISTEP），玉田俊
平太（関西学院大）

2C07
ジャーナルの類型と
研究力向上のための
課題
○伊藤京子，菊田
隆（阪大）

2D07
Ideationにおけるプ
ロトタイピングに関
する一考察
○渡壁　祐，野城智
也（東大）

2E07
製造業と情報通信業
における研究開発投
資多角化の企業規模
別分析
○宮澤俊憲（東京成
徳大）

2F07
“多能工型”研究支
援人材育成コンソー
シアムのおけるURA
の評価とそこから見
えてきたもの
○伊藤正実（群馬
大）

2G07
トップ会議プロシー
ディングスによるAI
研究動向分析の提案
○藤沢仁子，迎　佑
介，吉田秀紀
（JST）

企画セッション続き 11:30

11:45 2A08
環境規制によるイノ
ベーションの促進に
関する一考察
○齋藤未藍，原田拓
弥，大内紀知（青学
大）

2B08
無形資産投資の資金
調達と情報開示
○山口智弘（ビジネ
ス・ブレークスルー
大）

2C08
成果フロー偏重から
ストック成長型への
視座転換が豊かな研
究土壌を育む
○永野智己，島津博
基，梅原千慶，小松
﨑美奈，中山智弘
（JST）

2D08
金融危機におけるス
ターバイオベン
チャーの研究開発投
資
○藤原孝男（豊橋技
科大）

2E08
日本製造業における
B	 to	 B率と収益性と
の関係性分析
○今橋　裕，上西啓
介（阪大），玄場公
規（法政大）

2F08
研究インフラとして
のナショナルバイオ
リソースプロジェク
トと遺伝資源の適法
かつ円滑な移転体制
の構築
○鈴木睦昭（国立遺
伝学研究所）

2G08
Artificial
Intelligence	 は産
学連携の夢を見るか
─特許データによる
価値創出の分析─
○草地慎太郎（早
大）

11:45

12:00 2A09
再生可能エネルギー
分野での政策分析能
力：日米独比較の試
み
○杉山昌広，武藤
淳（東大）

2B09
労働コスト調整手段
としての所定外労働
時間に関する一考察
○宮崎貴史，原田拓
弥，大内紀知（青学
大）

2C09
チームサイエンスの
科学を日本で推進す
るにあたっての課題
に関する研究（1）
○王　戈（チームサ
イエンスコモン
ズ），天野麻穂（北
大／チームサイエン
スコモンズ），松尾
由美（関東短期大／
チームサイエンスコ
モンズ），佐藤賢一
（京産大／チームサ
イエンスコモンズ）

2D09
起業家教育がもたら
す意識変化：受講生
対象のアンケート調
査分析
○島岡未来子（早大
／神奈川県立保健福
祉大），高田祥三，
朝日　透（早大），
深澤知憲（エマージ
ングテクノロジー
ズ）

2E09
R&D費と成長率，収
益率，割引率の関係
式
○若林秀樹（東京理
科大）

2F09
サステナブルなイノ
ベーション・エコシ
ステム構築のための
アカデミアの推進方
策─研究基盤施設の
外部共用における研
究コラボレーション
についての事例研究
○小野田敬（理
研），伊藤泰信（北
陸先端大）

2G09
地方自治体によるア
ンケート調査データ
分析とモバイル空間
統計人口分布による
大型商業施設出店に
よる地域事業者への
影響に関する多面的
研究
○田中健太，椿美智
子（電通大），佐々
木淳，伊東良之，小
林幸平（調布市）

12:00

12:15 12:15



10月27日（日）12:15〜12:45

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

12:15 2A10
保健医療分野におけ
るマイクロシミュ
レーションを用いた
政策評価に関連する
研究動向の分析
○江藤亜紀子（国立
保健医療科学院）

2B10
価値分析の創始者マ
イルズ思想の正しい
解釈─blast	 ,
create	 ,	 refine	 を
一気に行え─
○櫻井敬三（日本経
済大）

2C10
チームサイエンスの
科学を日本で推進す
るにあたっての課題
に関する研究（2）
○王　戈（チームサ
イエンスコモン
ズ），天野麻穂（北
大／チームサイエン
スコモンズ），佐藤
賢一（京産大／チー
ムサイエンスコモン
ズ），松尾由美（関
東短期大／チームサ
イエンスコモンズ）

2D10
大学による大学発ベ
ンチャーの株式・新
株予約権取得等に関
する課題と展望
○稲畑航平，高月理
沙，沖村和真（経産
省），高谷　徹，小
野槙子，ディン	 ミ
ンフン（三菱総
研），長瀬心香（千
葉市役所）

2E10
Application	 of
Real	 Options
Analysis	 in
Commercial
Aircraft
Manufacturing:
Evidence	 from
Japan
○Md.	 Nur-Al-
Ahad，Takao
Fujiwara
（Toyohashi	 Univ.
of	 Technology）

2F10
プログラム評価の実
装と課題─RISTEXの
事例より─
○安藤二香（政研
大）

2G10
ベイジアンネット
ワークを用いた日本
の都道府県毎の地域
元気度や幸福感への
影響のモデリングと
その比較に関する研
究
○田中正紀，椿美智
子（電通大），長澤
博英，高瀬一幸
（アール・ピー・ア
イ）

企画セッション続き 12:15

12:30 2A11
文部科学省が歪める
科学技術政策のエビ
デンス研究─SciREX
事業の事例研究
○新井一聖（慶大）

2B11
経営統合における有
効な経営コンセプト
○塩田英俊（サーク
ルクロスコーポレー
ション）

2C11
討論

2D11
討論

2E11
日本企業の研究開発
における空回り現
象：東大先端研サー
ベイによる探索研究
○馬場靖憲（麗澤
大），柴田友厚（東
北大），柴山創太郎
（ルンド大），七丈
直弘（東京工科
大），西岡　潔（東
大）

2F10
討論

12:30

12:45 12:45



10月27日（日）13:30〜14:15

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

一般講演
〈ホットイシュー〉
科学技術イノベーショ
ン政策の現状と課題
①

一般講演
技術経営（事例・ビジ
ネスモデル・事業化）
①

一般講演
知的財産

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント⑦

一般講演
〈ホットイシュー〉
STI for SDGs 科学技
術イノベーションによ
る持続可能な開発目
標の達成①

一般講演
科学と社会①

座長　林 　隆之 座長　名取　 隆 座長　鈴 木 睦 昭 座長　濱岡 　豊 座長　野 呂 高 樹 座長　小 林 俊 哉

13:30 2A15
我が国の科学技術・
イノベーション政策
形成システム：現状
と展開に向けた示唆
○伊地知寛博（成城
大），高谷	 　徹
（三菱総研），白川
展之（NISTEP），中
津健之（JAXA），榎
孝浩（国立国会図書
館），小山田和仁
（JST）

2C15
ブロックチェーン×
ビジネス─IoT分野
への適応を例題とし
て─
○高橋　浩（B-
frontier研究所）

2D15
研究開発における特
許法と薬事法の関連
性への一考察
○加藤　浩（日大）

2E15
研究プロジェクトの
中止・継続がイノ
ベーションの成果に
及ぼす影響とその決
定要因：第４回全国
イノベーション調査
による定量分析
○羽田尚子（中央大
／NISTEP），池田雄
哉（NISTEP）

2F15
What	 are	 the
features	 of	 eco-
system	 that	 enable
disruptive
inclusive
innovation	 (DII)
to	 meet
Sustainable
Development
Goals(SDGs)?
○飯塚倫子，Gerald
Hane（政研大）

2G15
科学と社会の関係深
化に向けての
ELSI/RRIの推進にお
ける課題と今後の方
向性
○吉田和久，小山田
和仁，岩瀬公一
（JST），有本建男
（JST/政研大），藤
山知彦（JST）

13:30

13:45 2A16
第一線級の研究者や
有識者は日本の科学
技術の何に課題があ
ると考えているの
か：NISTEP定点調査
の回答動向の背景要
因についての試行的
な分析
○伊神正貫，村上昭
義（NISTEP）

2C16
多角化・Ｍ＆Ａによ
るポートフォリオの
最適化分析	 何故，
日本企業は「ジャパ
ンストライクゾー
ン」から外れると劣
化するのか
○若林秀樹（東京理
科大）

2D16
日本版バイ・ドール
制度を適用した特許
出願状況
○細野光章
（NISTEP/岐阜
大），中山保夫，富
澤宏之（NISTEP）

2E16
製薬企業における新
薬導入と組織の吸収
能力に関する考察─
疾患領域の経験が導
入に与える影響の分
析─
○伊藤　岳，仙石慎
太郎（東工大）

2F16
ST	 Foresight	 2019
for	 SDGs
○黒木優太郎
（NISTEP）

2G16
培養肉の社会受容性
─調査結果と社会実
装への接続の検討
○三村恭子（JST）

13:45

14:00 2A17
NISTEP定点調査ワー
クショップ2019の結
果報告：大学等にお
ける研究環境改善に
向けた今後の示唆
○村上昭義，伊神正
貫（NISTEP）

2C17
たばこの商品形態論
○白石拓也，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2D17
NEDOプロジェクトの
成果に関連して出願
された特許の登録状
況についての考察
○和泉　章（一橋
大）

2E17
参加者の双曲志向が
組織的意思決定に及
ぼす影響─改良ゴミ
箱モデルによるシ
ミュレーション─
○安藤良祐（コンサ
ルティングファー
ム），永田晃也（九
大）

2F17
SDGsに関する科学論
文における日本と海
外諸国の研究トピッ
クの特徴の比較
○佐藤　遼（エルゼ
ビア・ジャパン）

2G17
人文社会科学分野の
研究活動を促進する
ために何が必要か：
研究成果発表媒体に
関する研究者の意識
調査の自由記述分析
をもとに
○小竹雅子（島根
大）

14:00

14:15 14:15



10月27日（日）14:15〜15:00

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

14:15 2A18
第11回科学技術予測
調査─科学技術の未
来像と社会の未来像
との統合の試み─
○赤池伸一，横尾淑
子（NISTEP）

2C18
インテュイティブ・
サージカル社の手術
支援ロボット「ダ・
ヴィンチ」事業─
「本体・消耗品モデ
ル」を軸とした社会
実装と市場拡大に関
する一考察─
○野口貴史，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2E18
「根回し」活動での
組織学習能力向上に
よるイノベーション
への知識創造
○黄　日華（東芝エ
ネルギーシステムズ
／北陸先端大），内
平直志（北陸先端
大）

2F18
SDGs：クリーンエネ
ルギーのFIT後の選
択肢：住宅用クリー
ンエネルギーは自立
できるのか？
○中田行彦（立命館
アジア太平洋大）

2G18
共創的イノベーショ
ンを体感的に学ぶた
めの研修プログラ
ム：3年間の試行結
果から
○田原敬一郎（未来
工研），安藤二香
（政研大），吉澤
剛（オスロ都市大）

14:15

14:30 14:30

一般講演
人材③

座長　和泉 　章

14:45 2A20
科学技術予測調査に
おける基本シナリオ
○河岡将行，黒木優
太郎（NISTEP）

2C20
クオーツ時計の新市
場形成と時計産業生
態系の変容─セイ
コーホールディング
ス（株）の時計事業
に関する一考察─
○杉山沙希，妹尾堅
一郎，伊澤久美，行
本　顕（産学連携推
進機構）

2D20
日本企業における
CEOのキャリア実態
に関する実証研究
○小久保欣哉（二松
學舍大），綾　高徳
（日本総研）

2E20
専業メーカーにおけ
るイノベーション創
出に関する一考
○林　聖子（亜細亜
大），潜道文子（拓
殖大），李　燕

2F20
SDGsソリューション
を志向するTech系ス
タートアップの動向
○渡邉　薫（KRI）

2G20
ビジョンに基づく科
学と社会の参加型指
標開発の試み
○岡村麻子（政研
大），西條圭祐（東
大）

14:45

15:00 15:00

2A19
政策形成における
データ志向の強まり
に関わる課題
○佐藤　靖（新潟
大），松尾敬子
（JST），菊地乃依
瑠（GRIPS）

2C19
SAP社のビジネスモ
デルの変遷─プラッ
トフォーム論から見
た一考察─
○森川輝生，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2E19
他分野の知識の取り
込みは全ての技術に
有効なのか？
○廣瀬正幸（一橋
大）

2F19
バイオマス資源の人
類共同資源化再考─
IEA　Bioenergyイン
タータスクプロジェ
クト報告書からの示
唆を中心に─
○山本長史（神奈川
県）

2G19
しまねアカデミアと
いう挑戦3─超学際
研究の推進と課題─
○安藤二香（政研
大），田原敬一郎
（未来工研），岩瀬
峰代（島根大），吉
澤　剛（オスロ都市
大）



10月27日（日）15:00〜15:45

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

15:00一般講演
〈ホットイシュー〉
科学技術イノベーショ
ン政策の現状と課題
②

一般講演
技術経営（事例・ビジ
ネスモデル・事業化）
②

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント⑧

一般講演
〈ホットイシュー〉
STI for SDGs 科学技
術イノベーションによ
る持続可能な開発目
標の達成②

一般講演
科学と社会②

15:00

座長　伊地知 寛博 座長　中 村 吉 明 座長　林　 聖子 座長　飯 塚 倫 子 座長　安 藤 二 香

2A21
欧米の議会における
科学技術分野の機能
強化の動向
○榎　孝浩（国立国
会図書館）

2C21
DAWの普及によるイ
ノベーション─電子
楽器と音楽制作分野
の産業生態系変容に
関する一考察─
○行本　顕，妹尾堅
一郎，伊澤久美，
（産学連携推進機
構）

2E21
日本企業からみた
ユーザー･イノベー
ション
○濱岡　豊（慶大）

2F21
ＳＤＧsへの市民・
地域住民の関心を如
何に喚起するか？
○谷口邦彦（関西産
業活性協議会）

2G21
第10回科学技術予測
調査における倫理性
の高い課題への専門
家のコメントの特徴
○小林俊哉（九大）

15:15 2A22
オープンサイエンス
政策，研究データ基
盤整備の現状と課題
○林　和弘
（NISTEP）

2C22
“味覚センサー”の
ビジネスモデル─計
測ビジネスの価値形
成とビジネスモデル
に関する一考察─
○小泉太一，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2D22
機器共用と技術職員
の人材育成
○大原三佳，横山利
彦（分子科学研）

2E22
スター・サイエン
ティストの企業との
関わり：事例に基づ
く考察
○隅藏康一（政研
大），菅井内音（政
研大／東工大），牧
兼充（早大）

2F22
海洋汚染防止のため
の下水道浄化システ
ムによるイノベー
ションとSDGs
○桐山恵理子（東工
大），塚田　繁（日
本工営），藤村修三
（東工大）

2G22
学術助成金による成
果に対するメディア
メンションの計量的
分野分布比較
○中渡瀬秀一（国立
情報学研究所）

15:15

15:30 2A23
ディジタル経済下で
のR&D	 モデルの変容
─エビデンスベース
の科学技術イノベー
ション政策への啓
発：制度的枠組み
○藤　祐司（東工
大），渡辺千仭
（フィンランド	 ユ
ヴァスキュラ大学）

2C23
アイスバーと肉ま
ん・あんまんは如何
に普及してきたか─
井村屋グループによ
る消費品のビジネス
モデルに関する一考
察─
○中井裕章，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2D23
日本の大学における
工学系学部の教育の
状況
○原田健太郎（島根
大）

2E23
ジャパン・オープ
ン・イノベーショ
ン・イシューに関す
る考察
○野間口隆郎（中央
大）

2F23
高等教育における学
生のSDGｓに対する
意識調査分析
○林　裕子（山口
大），Frans　STEL
（Univ.	 of
TWENTE）

2G23
CSV内在型オープン
イノベーション・コ
ンソーシアム実例─
神奈川県発「男性家
事育児日常的当たり
前化プロジェクト
（コンソーシア
ム）」の設立経緯と
ポテンシャル─
○山本長史（神奈川
県「かなテラス」）

15:30

15:45 15:45

2D21
研究基盤を支える教
育研究支援系技術職
員のキャリアパスに
関する一考察
○平田暁子（富山
大）



10月27日（日）15:45〜16:30

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場

15:45 2A24
ディジタル経済下で
のR&D	 モデルの変容
─エビデンスベース
の科学技術イノベー
ション政策への啓
発：構造解析
○渡辺千仭（フィン
ランド	 ユヴァス
キュラ大学），藤
祐司（東工大）

2C24
洗濯用洗剤の商品形
態と価値形成の変遷
─ミニベーション連
鎖に関する一考察─
○栗山裕樹，妹尾堅
一郎，伊澤久美，野
口貴史（産学連携推
進機構）

2D24
教育のイノベーショ
ンに関する一考察
（７）
○小粥幹夫（情報学
研究所）

2E24
ＧＮＴ１００選・認
定企業のその後
○小沼良直，林　隆
臣，今村　努，藤本
昭雄（未来工研）

2F24
討論

2G24
高校生年齢への糖尿
病に係る意識調査か
ら考える情報伝達の
在り方について
○片山　景，犬塚隆
志，岡本摩耶（日本
薬理評価機構）

15:45

16:00 2A25
我が国のサイエンス
リンケージ（科学が
技術の創出に与えて
いる影響）の特徴に
関する分析
○松本久仁子
（NISTEP）

2C25
イノベーションの新
モデル普及・定着時
における“枠組み問
題”	 にどう対処す
るか─食品及び食品
素材における事例か
らの一考察─
○白石拓也，妹尾堅
一郎，伊澤久美（産
学連携推進機構）

2D25
ITサービス運用現場
における人材の役割
分担モデル─運用業
務の属人化と非属人
化
○波田野裕一，伊藤
泰信（北陸先端大）

2E25
漢方を用いて未病及
び超早期段階の疾病
の改善を目指す社会
共創型の研究開発プ
ログラム設計に関す
る考察
○柴田浩孝（新潟薬
科大）

2G25
都市ユートピアニズ
ム論再考─輝ける都
市から都市のMixed
Realityに向けて
○永野亜紀（未来工
研）

16:00

16:15 2A26
討論

2C26
Patient-Centeredア
プローチから生まれ
た乳がん患者用イン
ナーウェアの開発
○内海　潤，小口正
彦，後藤志保（がん
研究会有明病院），
宮嵜　章，益満由香
里，石川恵美子，小
森晋也（東レ）

2G26
在留外国人増加によ
る自治体窓口対応の
現状及び音声翻訳シ
ステムに対する期待
と社会実装への取り
組みに関して
○安西　健（凸版印
刷），小林照二
（フィート），国弘
幸治（凸版印刷）

16:15

16:30 16:30


